
令和６年度　とやま新時代創造創造プロジェクト学習推進事業

実施報告書　【学校課題実践校用】

学校番号 19
学校名 富山県立富山南高等学校

本校では、校訓「自ら　学び　思い　律する」のもと、「志高く創造性豊かな実践力のある人間を育成する」を教育目標と
している。多くの生徒は温和で良識を有し、国公立大学や難関私立大学への進学を希望し、さらに学習と部活動を両立
させようと努力している。そこで、主体的な学習生活を確立させるための指導法を工夫することによって、積極性を身に
つけ、忍耐力や集中力を持続できる生徒の育成に努めること、自分の生き方、将来の職業、進学目的について十分考
える機会を設けることにより、学ぶ意欲を高めることを課題として取り組む。

主体的に学習する強い意志とその実行力のある生徒の育成

生徒の学習到達度や興味・関心等に配慮し、「主体的・対話的で深まる授業」を行うとともに、主体的な学習習慣の確立
を目指しいろいろな取り組み行った結果、生徒の学習意識を高めることができた。アメリカ等の高校生との交流および
国際関係行事を通して海外の実情等を知り、これから自分たちがなすべきことを深めさせることができた。また、進路探
訪という名のもと、１学年は社会人講話および15職種の分科会、２学年は県内の大学見学・企業訪問を行い、進路意識
の早期の確立に努めた。生徒のアンケート結果からは働く意義の理解や進路意識の向上をみることができた。さらに本
年度は、２学年で探究活動の研究プランや研究成果を外部の専門家による添削指導をネットを利用して行い、適切なア
ドバイスを受けた。また、ポスターセッションによりプレゼンテーション力や質問に的確に答える力を身につける機会と
なった。これにより、社会が求めている能力と自己の力量との距離を知る機会となり、思考力および実践力の向上につ
ながった。また、高校３年間を見通した計画的、継続的な指導体制を構築し、国公立大学や難関私立大学への進路達
成を着実に支援することについては、学校全体で取り組んでおり、より一層の充実を目指すことができた。

１　学習意欲・学力の向上のための授業改善
（１）「主体的・対話的で深い学び」、授業力、ＩＣＴ等の教員の指導力向上のために職員間での対話プログラムへの参
加、学習意欲・学力の向上のための授業改善等
（２）授業力向上のための校内研修等の実施
　　教員へのアンケートを実施し、授業改善に取り組んだ。
　　教員間での対話による課題解決のプログラムにより学校内の課題を整理し、生徒への指導体制の構築に努めるこ
とができた。
２　生徒の進路達成のために、高校３年間を見据えた実効性ある指導体制の構築
（１）大学との連携による意識の啓発
　　進路探訪や遠足において大学見学や大学の先生による講義の聴講および企業訪問を行い、時代の最先端の事柄
に触れることによって、　自己の進路について考えた。
（２）先輩（大学生）に学ぶ会の開催
　　本校卒業生との交流を等して、進路や学習に関する見識を深めた。
３　グローバル人材の育成
（１）世界で活躍する講師や外国人講師による講演や実習
　　民族間の考え方・文化の違いを知り、そのことを自国理解の深まりにつなげた。
（２）サンディギート高校などとの交流と海外研修
　　英語でのコミュニケーション力や自己発信力の向上につなげた。
４　総合的な探究の時間の活用
　・外部の専門家により、課題設定の方法、仮説の立て方、研究の進め方、情報収集の方法、研究成果発表方法を学
んだ。
　・身近な日常や社会に関心を持ち、課題を見つけ課題解決に向けての調査・研究、企業人などへの聞き取りを通し
て、自分の意見をもち、意見を出し合い、まとめ、発表する活動を通して、自らが思考力や実践力などを身につけるよう
取り組んだ。

１　授業改善等による学習意欲・学力の向上について
  新学習指導要領におけるICTの活用や対話的な学習について、観点別評価に関することと公平・公正な評価について
の理解を深めることができた。また、授業見学およびアンケートを実施し、授業改善に繋げた。特に全教員がＩＣＴ教育に
取り組み、対面授業にもＩＣＴを取り入れることが多くなった。また、校外の教員研修にも参加するなどし、授業に活かさ
れている。
２　生徒の進路達成のための高校３年間を見据えた実効性ある指導体制の構築
　１・２学年の各「進路探訪」を中心に、１学年は社会人講話および1０職種の分科会、2学年は大学・企業や官公庁等で
の見学・実習により、進路意識の高揚と職業への関心が高まった。
３　グローバル人材の育成
　広い視野から課題設定し、仮説の検証、研究成果と今後の課題をまとめる一連の研究の進め方を身につけることが
できた。１年生は国際問題に焦点を当て、対話や議論を通じて自分の考えに根拠を持たせて伝えるとともに、他者の意
見も尊重して聞き、その考えを理解する取り組みができた。その際、企画した講演や実習によって、生徒が見識を広
め、多様な考えを尊重する機会としてたいへん有意義であった。２年生は、身近な課題について、解決策を探究し、提
案をした。外部の専門家により率直にアドバイス・評価をしていただくことにより、社会が求めている能力と厳しさを知る
機会となり、思考力および実践力の向上につながった。また、サンディギート高校生やタイの高校生等とのオンライン交
流を通して、自己発信力が向上した。また、７月に来日したサンディギート高校生との直接的な交流や国際交流員など
の講演・実習により外国への理解を深めるだけでなく、国際社会への興味・関心を高めることができた。

全校生徒・全教職員

4月

5月
互見授業（授業改善と教材研究の深化を図る）
近隣主要大学の見学（３年）

6月
昨年度参加者による海外研修報告会
サンディギート高校との交流（3月まで随時実施）

7月
海外で活躍した講師による国際理解のための講演会（国際コース）
サンディギート高校来校・交流

8月
進路探訪（大学見学・企業訪問等、２年）
国際協力に携わる講師の講演と様々な職業人による講話（１年）

9月 企業人による国際セミナー

10月 総合的な探究の時間の研究プランの外部専門家による添削指導（２年）

11月
互見授業（生徒が主体的・対話的に取り組む授業の実践および効果的にICTを活用した授業の実践）
総合的な探究の時間で身近な職業人への聞き取りによる研究の実施（１年）

12月

国際交流員による英語での発進力と相互に理解する力の育成する研修、外国人講師による異文化理解の研修の実施
（国際コース）
タイの高校生とオンライン交流（ESS部）
先輩（大学生に学ぶ）会（1，2年希望者）
SDGｓに関する研修（生徒会、1年代表）
総合的な探究の時間の研究成果の外部専門家による添削指導（２年）

1月
2月 総合的な探究の時間に研究成果発表（２年）

3月
総合的な探究の時間に研究成果発表（１年）
海外研修（アメリカ）
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施
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績
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取組による成果
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